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営農TOPIC

新規就農者に聞く
果樹トレーニング
ファームの話

第１期生

　果樹トレーニングファームから初めての修了生となった森さんは、県外の会
社を退職後Ｕターン。親戚の農作業を手伝う中で農業に魅力を感じ、「自分で
もみかん栽培に挑戦したい」と就農を決意しました。
　研修では、農家のもとで摘果や防除、収穫など年間を通した栽培管理を学
びました。また、就農予定園地でのデモ経営にも取り組み、栽培技術だけで
なく、作業計画や収支管理など農業経営に必要な知識も身に付けました。
　初めて経験する作業も多い中、研修農家や営農指導員から助言を受けな
がら、一つひとつ経験を積み重ね、就農に向けた力を養いました。
　研修を終えた森さんは「２年間、さまざまな経験ができました。まずは５年後
の目標である180アールへの規模拡大と農業所得300万円を目指したいです」と、
今後の目標を語りました。

　山口さんは、長崎県新規就農相談センターの研修生として研修を開始しま
した。
　２年目からは果樹トレーニングファームのデモ経営に参加し、長与町でみか
ん栽培について実践的に学びました。
　デモ経営では、自ら園地を管理しながら、年間を通した栽培管理や農業経
営について経験を積み、就農に向けた知識と技術を身につけました。
　２年間の研修を修了した山口さんは、これから地域農業を担う生産者として
新たな一歩を踏み出します。
　山口さんは「１年間、自身で管理できたことは大きな成果でした。今後は、
自らの管理内容が結果として現れるため、皆さんの協力を得ながら取り組んで
いきたいです」と今後の抱負を語りました。

さまざまな経験を力に、目標へ向かって挑戦

自ら管理した経験を糧に、地域とともに歩む

森　　剛大さん（伊木力）

山口　雄大さん（長与）

研修期間、現場でしっかり学んでくれた。
一担い手として、目標に向かって頑張ってほしい。

組合長より
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〈果樹トレーニングファームまたは就農に関するお問い合わせは〉担い手支援センターTEL：095-825-5601

◇
果
樹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

フ
ァ
ー
ム
の
誕
生

　
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
、
生
産
者
の
高
齢
化

や
離
農
に
伴
う
担
い
手
不
足
、
長
年
守

ら
れ
て
き
た
優
良
樹
園
地
の
継
承
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
果
樹

栽
培
で
新
規
就
農
を
目
指
す
に
は
、
栽

培
技
術
の
習
得
や
農
地
・
倉
庫
の
確
保
、

未
収
益
期
間
の
収
入
確
保
な
ど
、
就
農

後
の
経
営
を
見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ａ
で
は
、
新
た
な
担
い
手

が
安
心
し
て
就
農
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
目
的
に
、
令
和
６
年
６
月
に
「
果
樹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

研
修
生
の
就
農
時
期
や
技
術
習
得
状

況
、
園
地
の
準
備
状
況
な
ど
に
応
じ
て
、

研
修
農
家
で
の
デ
モ
経
営
を
組
み
合
わ

せ
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
実
践
的

な
研
修
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
未
来
へ
繋
ぐ 

　

果
樹
産
地
づ
く
り

　

果
樹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

◇
研
修
内
容
は
？

　

研
修
で
は
、
指
導
農
家
の
も
と
で
実

際
の
園
地
管
理
を
学
び
な
が
ら
、
栽
培

技
術
や
年
間
を
通
し
た
作
業
の
流
れ
を

習
得
し
ま
す
。
ま
た
、
就
農
予
定
園
地

で
は
デ
モ
経
営
（
実
践
研
修
）
に
も
取

り
組
み
、
栽
培
技
術
だ
け
で
な
く
、
作

業
計
画
や
収
支
管
理
な
ど
農
業
経
営
に

つ
い
て
も
実
践
的
に
学
び
ま
す
。

果
樹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

フ
ァ
ー
ム
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？

現
在
も
新
た
な
担
い
手
の
育
成
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

現
在
、
果
樹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー

ム
に
は
２
名
の
研
修
生
が
在
籍
し
て
お

り
、
１
名
が
西
海
市
で
み
か
ん
栽
培
、

も
う
１
名
が
長
崎
市
で
び
わ
栽
培
の
研

修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

指
導
農
家
の
も
と
で
日
々
技
術
を
磨
き

な
が
ら
、
将
来
の
就
農
に
向
け
て
経
験

を
積
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
は
、
果
樹
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
を
通
じ
て
、
新
た
な

担
い
手
の
育
成
と
優
良
樹
園
地
の
継
承

に
取
り
組
み
、
未
来
へ
続
く
果
樹
産
地

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
最
後
に
…
…

　

令
和
８
年
７
月
上
旬
に
は
、
就
農
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
急
な
案
内
と

な
り
ま
し
た
が
、
か
ね
て
か
ら
就
農
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
１
名
が
参
加
。「
果

樹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て

詳
し
く
話
を
聞
い
て
み
た
い
」
と
、
就

農
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
、
就
農
相
談
会

の
開
催
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
、

新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
へ
の
情
報
発

信
と
相
談
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

座学

防除
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第21回
Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ

通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

７
月
１０
日
に
西
海
市
西
彼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
第
２１

回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
総
会
に
提
出
し
た
議
案

は
す
べ
て
原
案
通
り
に
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
中
川
一
範
組
合
長
が
「「
第
７
次
中
期
経

営
計
画
」
な
ら
び
に
「
農
業
戦
略
」
で
は
、「
組
合
員
・
地
域

の
皆
様
と
と
も
に
、
地
域
の
食
と
農
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
」
こ

と
を
最
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
の
全
事
業
に
お
い
て
営
業

活
動
を
よ
り
一
層
活
発
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
活
動
を
徹
底
し
、
労
働
生
産
性
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
と
挨
拶
。
議
長
に
は

中
山
辰
也
さ
ん
（
茂
木
）、
瀬
川
庄
三
さ
ん
（
西
彼
）
を
選
任

し
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

　

通
常
総
代
会
な
ら
び
に
地
区
別
説
明
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
次
号
以

降
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
第
21
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案
】

《
報
告
事
項
１
》�

令
和
７
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
注
記
表
の
内
容

並
び
に
独
立
監
査
人
の
監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告
に
つ

い
て

《
第
１
号
議
案
》��

令
和
７
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

《
第
２
号
議
案
》��

令
和
８
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

《
第
３
号
議
案
》��

令
和
８
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
支
給
額
決
定
の
件

《
第
４
号
議
案
》��

固
定
資
産
取
得
・
処
分
の
件

《
第
５
号
議
案
》��

令
和
８
年
度
経
費
賦
課
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
及
び
徴
収

方
法
決
定
の
件

《
第
６
号
議
案
》��

農
業
経
営
規
程
の
一
部
変
更
の
件

《
第
７
号
議
案
》��

令
和
８
年
度
米
麦
等
の
バ
ラ
検
査
及
び
抽
出
検
査
に
関
す
る
権

限
委
任
の
件

《
第
８
号
議
案
》��

役
員
退
職
慰
労
金
支
給
の
件

附
帯
決
議　

《
報
告
事
項
２
》�「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更
に
つい
て

☆
通
常
総
代
会
延
期
に
伴
う

　「
出
資
残
高
通
知
書（
兼
）配
当
計
算
書
」
に

　
つ
い
て

　

当
総
代
会
は
６
月
２４
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
大
雨
災
害
警
戒
に
伴
う
会
場
閉
鎖
に
よ
り
開
催
を
延
期

し
、
７
月
１０
日
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
出
資
残
高
通
知
書（
兼
）配
当
計
算
書
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

既
に
作
成
済
み
で
あ
り
、
出
資
残
高
お
よ
び
配
当
額
に
変
更
が

な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
通
知
書
に
記
載
し
て
お
り
ま
す
作
成
日
お
よ
び

総
代
会
日
付
は
、
６
月
２４
日
の
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
情
を
ご
賢
察
の
う

え
、
通
知
書
に
記
載
の
日
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
１０
日
に

読
み
替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

来
賓
祝
辞

（
瀬
川
光
之
西
海
市
長
）

議
長

（
中
山
さ
ん
㊨
、
瀬
川
さ
ん
㊧
）
総
代
の
挙
手
に
よ
り
決
議
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管
内
産
の
び
わ
と
い
ち
ご
を
使
っ
た
洋

菓
子
が
７
月
１１
日
、
長
崎
市
の
商
業
施

設
「
み
ら
い
長
崎
コ
コ
ウ
ォ
ー
ク
」
で
販

売
さ
れ
、
ブ
ッ
セ
や
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
計

３
０
０
個
が
完
売
。
商
品
は
長
崎
商
業
高

校
商
業
ク
ラ
ブ
と
洋
菓
子
店
・
㈲
ボ
ン
ソ

ア
ー
ル
が
共
同
で
開
発
し
ま
し
た
。

　
商
業
に
関
す
る
研
究
活
動
を
行
う
同
校

の
商
業
ク
ラ
ブ
は
、
活
動
の
一
環
と
し
て

特
産
品
を
使
っ
た
商
品
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
開
発
に
あ
た
り
、
管
内
の
び

わ
生
産
者
が
加
工
品
用
の
び
わ
約
３０
㌔
を

提
供
し
、
い
ち
ご
は
子
会
社
で
あ
る
㈲
大

西
海
フ
ァ
ー
ム
の
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
で
生
徒

ら
が
収
穫
し
た
も
の
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
商
品
は
㈲
ボ
ン
ソ
ア
ー
ル
と
生
徒
が
共

同
で
考
案
し
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
、
ド
ー
ナ

ツ
、
ク
ッ
キ
ー
サ
ン
ド
、
ブ
ッ
セ
の
４
商

品
が
完
成
。
販
売
会
で
は
、
用
意
し
た
洋

菓
子
計
３
０
０
個
が
約
３
時
間
で
完
売
し

ま
し
た
。

　
び
わ
の
提
供
に
立
ち
会
っ
た
生
産
者
の

橋
口
聡
さ
ん
は
、「
キ
ズ
も
の
の
び
わ
を

無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
お
い
し
い
お
菓

子
に
加
工
し
て
く
れ
る
活
動
は
作
り
手
と

し
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
び
わ
の
使
い

道
が
広
が
っ
て
い
く
と
作
り
が
い
が
あ
り

ま
す
」
と
話
し
、
今
後
の
商
品
開
発
に
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
７
月
１４
日
、
西
彼
杵
郡
長
与
町
で
生
産
者
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
生
産
者
を
は
じ
め
市
場
関
係
者
ら
多
数

が
出
席
し
、
本
年
産
柑
橘
の
生
産
・
販
売
対
策
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、
高
品
質
果
実
の
生
産
と
有
利
販
売
の

実
現
に
向
け
て
意
志
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　
本
年
産
は
、
９
月
下
旬
頃
か
ら
極
早
生
温
州
の
出

荷
が
始
ま
り
、
全
品
種
・
系
統
の
出
荷
計
画
数
量
は

７
，１
８
９
トン
を
見
込
ん
で
い
ま
す
（
６
月
１
日
時
点
）。

　
大
会
で
は
市
場
担
当
者
６
社
が
情
勢
報
告
や
有
利
販

売
に
向
け
た
提
言
を
行
っ
た
ほ
か
、
大
会
決
議
で
は
、

本
年
産
柑
橘
の
生
産
対
策
の
徹
底
と
、
同
Ｊ
Ａ
が
誇
る

ブ
ラ
ン
ド
み
か
ん
「
長
崎
の
夢
」「
味
ロ
マ
ン
」
の
増
産
、

高
品
質
果
実
の
生
産
に
向
け
て
、
部
会
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
、
い
ち
ご
生
産
販
売
実
績
検
討
会
を
開
催

し
、
令
和
７
年
産
い
ち
ご
の
生
産
経
過
報
告
並
び
に
販

売
実
績
や
、
令
和
８
年
産
の
生
産
・
販
売
対
策
を
報
告

す
る
と
と
も
に
、令
和
７
年
産
の
高
収
量
部
会
員（
１０
アール

あ
た
り
）
の
上
位
５
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

【
高
収
量
部
会
員
（
所
属
部
会
）】
※
敬
称
略

中
尾
敏
昭
（
大
西
海
）、
相
川
泰
行
（
大
西
海
）、

川
尻
靖
成
（
大
西
海
）、
野
口
匠
（
東
長
崎
）、

福
田
晃
大
（
大
西
海
）

生
産
者
大
会

長
崎
西
彼
農
協
柑
橘
部
会

長
崎
感
じ
る
洋
菓
子
が
誕
生

地
元
高
校
・
洋
菓
子
店
と
商
品
開
発

農 報 特 集JA 長崎せいひ管内の出来事をピックアップ！

い
ち
ご
実
績
検
討

長
崎
西
彼
農
協
い
ち
ご
部
会

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
団
結
を
図
る
生
産
者
ら
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１．剪定・誘引
　混み合っている枝やかぶさり枝などの軽めの剪定を実施しましょう。
　剪定時には、結果枝が十分確保されているか確認し光が差し込むよう誘引しましょう。
２．元肥の施用
　元肥の施用を行っていない場合は速やかに施用してください。
　【露地びわの施肥基準（10a当たり）】

樹齢
元肥（秋肥）

茂木びわ２号、ビオ配合（9-7-6） びわなつたより（8-4-3）
５年以下 ３袋 ３袋
10年 ５袋 ５袋
15年 ６袋 ６袋
20年 ８袋 ８袋

３．病害虫防除
時期 対象病害虫 使用薬剤並びに濃度

９月上～中旬
がんしゅ病
灰斑病

ナシヒメシンクイ

カスミンボルドー… …………1,000倍
パダンＳＧ… ………………1,500倍

・�ナシマルカイガラムシ多発園では、開花前までにアタックオイル50倍を散布する。
ただし日中の高温時は避けましょう。
・�剪定くず、発病し落葉した葉は園内に放置せず、園外に持ち出し処分しましょう。
・��剪定、芽かき後は必ず散布する。

【柑橘】
　今月下旬より極早生みかんの出荷が始まります。腐敗果対策をしっかり行い、収穫・選別時は、果実を傷つけないよう丁寧に
扱いましょう。

１．仕上げ摘果（樹上選果）
　傷果・奇形果や小玉果を中心に摘果を行いましょう。上部
の大玉果や日焼け果は、収穫直前に摘果しましょう。

２．病害虫防除
　収穫時期が近づいているので農薬の使用回数並びに収穫前日数には十分注意しましょう。

時期 対象病害虫 使用薬剤並びに希釈濃度 ・�褐色腐敗病発生園では、ランマンフロアブ
ル2,000倍を散布する。

・腐敗防止剤の混用順
  �①アビオン-Ｅ ⇒ ②ロイヤルシリカ ⇒
  ③ベルクート水和剤 ⇒ ④ベンレート水和剤
・�腐敗防止剤は収穫前日までに散布し前回の
散布より累計降水量80mm、または10日経
過したら再散布を行う。

９月上旬 黒点病 ナティーボフロアブル…………… 1,500倍
（収穫前日まで）

９月
中～下旬

極早生
腐敗防止

ベンレート水和剤……………… 4,000倍
ベルクート水和剤… …………… 2,000倍
ロイヤルシリカ……………………… 800倍
アビオン-E……………………… 1,000倍

【びわ】

果　樹（総合） 西彼経済店舗
生田　秀次

９月の営農情報

混
用

混
用

【品種別マルチ栽培の時期別果実横径の目安】
品種／月日 ９月10日 ９月20日 ９月30日
極早生 55～ 60 58 ～ 63 60 ～ 65
早生 52～ 56 54 ～ 58 56 ～ 61

させぼ温州 54～ 59 56 ～ 61 59 ～ 63
普通 45～ 54 48 ～ 57 51 ～ 60

高糖度系 46～ 54 49 ～ 57 50 ～ 59
※極早生・早生・させぼはM目標、普通・高糖度系はM～ L目標

アタック
オイル

カスミン
ボルドー パダンSG

ロイヤル
シリカ

ナティーボ
フロアブル

ベンレート
水和剤

ベルクート
水和剤

びわ
なつたより

ランマン
フロアブル

茂木びわ
２号 ビオ配合アビオン-E

今回紹介した薬剤・肥料

【お詫びと訂正】　2026年８月号の営農情報「水稲」の記事に誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。
１．穂肥
（誤）

品種 肥料名 施用時期 施肥量 備考
なつほのか BBヒカリNK１号 出穂後18～15日前頃 25kg／ 10a

分施ヒノヒカリ
にこまる BBヒカリNK１号 出穂後15～10日前頃 30kg／ 10a

（正）
品種 肥料名 施用時期 施肥量 備考

なつほのか BBヒカリNK１号 出穂18～15日前頃 25kg／ 10a
分施ヒノヒカリ

にこまる BBヒカリNK１号 出穂15～10日前頃 30kg／ 10a

6ひなた2026



《防　除》
時　期 生育過程 対象病害虫 防除農薬名なつほのか ヒノヒカリ・にこまる

８月中旬 ８月下旬 出穂期～
穂揃期

カメムシ類・ウンカ類
穂いもち・紋枯病

ブラシントレバリダ粉剤ＤＬ………… 4kg ／ 10a
又は ブラシントレバリダ水和剤… ……… 500倍

８月下旬 ９月上旬 乳熟期 カメムシ類
ウンカ類

スタークル粉剤DL………………… 3kg ／ 10a
又は スタークル液剤10…………………1,000倍

９月上旬
～中旬

９月中旬
～下旬 糊熟期 ウンカ類 エクシード粉剤DL… ……………… 3kg ／ 10a

又は エクシードフロアブル………………2,000倍
※�カメムシは穂揃期・乳熟期の２回防除で活動が活発になる夕方に、湛水状態を保ち防除を行う。
※�トビイロウンカ（秋ウンカ）は、台風や風が強く吹いた際に飛来してくる。場合
によっては収穫間近の坪枯れとなり、収量が減少する恐れがあるので水田の状況
は定期的に確認し、防除を行う。
※�紋枯病多発時には９月上中旬にバリダシン粉剤DLを４kg ／ 10a又はバリダシン
液剤５を1,000倍で散布する。

《水管理》
�　出穂期から20日間湛水する。
　間断かん水時は、表面の水がなくなったらすぐ入水するとともに、乾燥日や乾風
が吹く日及び台風時は水を張る。

水　稲 琴海経済店舗
倉本　敬介

ブロッコリーを植えよう

野　菜 西彼経済店舗
溝上　聡弘

肥料・薬剤のお問い合わせは、最寄りの経済店舗までお願いいたします。

スタークル
液剤10

スタークル
粉剤DL

今
回
紹
介
し
た
薬
剤
・
肥
料

ブラシントレバリダ
水和剤

バリダシン
液剤５

エクシード
フロアブル

ブラシントレバリダ
粉剤ＤＬ

バリダシン
粉剤ＤＬ

エクシード
粉剤ＤＬ

１．元肥基準� （kg ／ 10a）

肥料名 基肥
完熟堆肥 2,000
セルカ 100

BM苦土重焼燐 20
有機入りBBダイナミックエコスター 120
成分量　Ｎ 20.4　Ｐ 20.6　Ｋ 15.6

２．定植（図１）
　畝幅70cm、株間35cm
で定植を行う。

病害虫名 薬剤名および倍数 収穫前日数 使用
回数 備考

コナガ

ディアナSC………… 2,500～5,000倍 前日 2 アオムシ、ヨトウムシ登録あり
グレーシア乳剤… … 2,000～3,000倍 7 2 アオムシ、ヨトウムシ登録あり
アファーム乳剤… … 1,000～2,000倍 3 3 アオムシ登録あり
ノーモルト乳剤…………………2,000倍 7 2
パダンSG水溶剤… …………1,500倍 7 4

ヨトウムシ

プレオフロアブル………………1,000倍 7 2 コナガ登録あり
コテツフロアブル………………2,000倍 3 2 アオムシ、コナガ登録あり

ベリマークSC………………… 400倍 育苗期後半
～定植当日 1 0.5ℓ／トレイかん注

コナガ登録あり
アオムシ ブロフレアSC……… 2,000～4,000倍 前日 3 ハイマダラメイガ登録あり
黒腐病 カセット水和剤…………………1,000倍 14 2
黒すす病 シグナムWDG…………………1,500倍 7 2 べと病（1,500～2,000倍）登録あり

べと病 ランマンフロアブル……………2,000倍 3 3
レーバスフロアブル……………2,000倍 7 2

３．追肥
　1回目の追肥は定植後の15～20日程度、２回目の追肥は１回
目の追肥から20日程度で行い、それぞれその際には倒伏防止と
排水対策を兼ねて土寄せを行う。
※早生品種は追肥は1回でよい

４．収穫
　収穫は天気が良い日の午前
中に行い、収穫の基準としては
花蕾の大きさが１０～１３cmに
なったら収穫を行う。ただし、気
温が高いと花蕾がゆるんだり、
花が咲いたりするので、早めの
収穫を心がける。

早生品種 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

中生品種
晩生品種

収穫生育定植（苗）

畝幅70cm

株間 35cm
（図１）

コテツ
フロアブル

ノーモルト
乳剤

ディアナ
SC

セルカ

ベリマーク
SC

パダンSG
水溶剤

グレーシア
乳剤

BM苦土
重焼燐

ブロフレア
SC

カセット
水和剤

シグナム
WDG

ランマン
フロアブル

レーバス
フロアブル

プレオ
フロアブル

アファーム
乳剤

有機入りBBダイ
ナミックエコスター

今回紹介した薬剤・肥料

完熟堆肥

最寄りの
店舗に
おたずね
ください

※�詳しくは最寄りの支店の営農指
導員へお問い合わせください。
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出
発
点
に
あ
っ
た
の
は
、

農
業
資
材
の
発
注
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
負
担

　

店
舗
の
営
業
時
間
に
合
わ
せ
て
来
店
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
忙
し
い
農
作
業
の
合

間
に
資
材
を
注
文
す
る
時
間
を
つ
く
る
こ

と
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
発
注
の
手
間
…
…
。

　
「
も
っ
と
便
利
に
で
き
な
い
か
」

　
そ
の
問
い
か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
は
、

単
な
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

農
業
者
が
必
要
な
資
材
を
、必
要
な
と
き

に
注
文
で
き
る
こ
と
。

　
注
文
方
法
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
。

　
そ
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
も
、Ｊ
Ａ

の
サ
ポ
ー
ト
を
失
わ
な
い
こ
と
。

　
「
便
利
さ
」
と
「
人
の
つ
な
が
り
」。

　
そ
の
両
方
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
仕
組
み

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
ネ
ッ
ト
で
」注
文
す
る
と
い
う

「
課
題
」

　
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
利
用
し
や
す
い
仕

組
み
に
す
る
に
は
、
商
品
の
配
送
や
ネ
ッ
ト

環
境
、
利
用
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
慣

れ
な
ど
、
地
域
な
ら
で
は
の
課
題
に
向
き
合

う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ネ
ッ
ト
で
注
文
で
き
る
よ
う
に
す
る
」

だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
不
慣
れ
な
人

に
も
わ
か
り
や
す
い
画
面
に
す
る
こ
と
。

　
自
分
の
畑
に
必
要
な
量
を
購
入
す
る
こ
と
。

　
利
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
と
き
に
、Ｊ
Ａ
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
を
考
え
る
こ
と
。

　
そ
の
た
め
に
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
仕
組
み
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

「
便
利
に
な
っ
た
」
の

先
に
あ
る
、

　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
導
入
に
よ
っ
て
、

農
業
資
材
の
注
文
方
法
に
新
た
な
選
択
肢
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
場
所
か
ら
注
文

で
き
る
。

　
忙
し
い
農
作
業
の
合
間
に
も
利
用
で
き
る
。

　
「
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
組
合
員
と
の
関
係
が

薄
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念
も
あ

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
電
話
・
来
店
対
応
の

時
間
が
減
っ
た
こ
と
で
、
相
談
の
質
が
上

が
っ
た
と
い
う
変
化
も
あ
り
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
は
、
対
面
で
の
関

係
を
置
き
換
え
る
も
の
で
は
な
く
、
組
合
員

の
利
便
性
を
高
め
、
よ
り
必
要
な
相
談
や
支

援
に
時
間
を
使
う
た
め
の
新
た
な
手
段
で
す
。

完
成
し
て
終
わ
り
で
は
な
い

　
実
際
に
利
用
す
る
組
合
員
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
使
い
や

す
い
仕
組
み
へ
と
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
「
こ
ん
な
商
品
も
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
」

　
「
こ
こ
が
も
っ
と
わ
か
り
や
す
い
と
い
い
」

　
「
こ
う
い
う
機
能
が
あ
る
と
便
利
」

　
そ
ん
な
一
つ
ひ
と
つ
の
声
が
、
こ
れ
か
ら

の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て
い
き

ま
す
。

　
農
業
者
の
「
困
っ
た
」
に
耳
を
傾
け
、
地

域
の
課
題
に
向
き
合
い
、
新
し
い
技
術
も
取

り
入
れ
な
が
ら
。

　
「
せ
い
ひ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
」
は
、
こ
れ
か
ら
も

組
合
員
の
農
業
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、
少

し
ず
つ
進
化
し
て
い
き
ま
す
。

お得なキャンペーン実施中！！（令和８年９月末まで）

8ひなた2026

https://koubaishop.ja-nagasakiseihi.or.jp/


①　 を押す ②ログインを押す ④ログイン完了③ログインIDとパスワードを
　入力しログインを押す 左上のJAマークを

押して注文スタート！
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ひとりごと担当者の

共
済
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

金
融
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

葬
儀
担
当
者
の

�

ひ
と
り
ご
と

９
月
は
「
お
財
布
の
衣
替
え
」

　

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
か
す
か
に
響
く
シ
ャ
ギ
リ
の
音
―
―
。 

朝
晩
の
風
に
ほ
ん
の
り
と
涼
し
さ
が
混
じ
る
よ
う
に
な
る
と
、
長
崎

の
街
や
坂
道
は
、一気
に
「
く
ん
ち
」
の
熱
気
へ
と
向
か
い
始
め
ま
す
。

　
こ
の
地
域
が
、
一年
で
最
も
活
気
づ
く
季
節
の
到
来
で
す
。

　
９
月
は
、
五
感
が
喜
ぶ
「
実
り
の
秋
」
の
始
ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
直
売
所
へ
足
を
運
べ
ば
、
つ
や
め
く
新
米
の
み
ず
み
ず
し
い

香
り
や
、
極
早
生
（
ご
く
わ
せ
）
み
か
ん
の
爽
や
か
な
黄
色
が
店

頭
を
彩
り
、
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
躍
り
ま
す
。
猛
暑
を
乗
り
切
っ

た
体
に
ご
褒
美
を
あ
げ
る
よ
う
に
、
地
元
の
旬
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り

と
食
卓
に
取
り
入
れ
て
、
ま
ず
は
元
気
を
チ
ャ
ー
ジ
し
た
い
も
の
で

す
ね
。

　
さ
て
、こ
う
し
て
暮
ら
し
の
衣
替
え
が
進
む一方
で
、９
月
は
「
お

財
布
の
衣
替
え
」
に
も
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

夏
の
お
祭
り
や
レ
ジ
ャ
ー
、
フ
ル
稼
働
だ
っ
た
エ
ア
コ
ン
代
な
ど

で
、
家
計
の
バ
ラ
ン
ス
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
崩
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方

も
少
な
く
な
い
は
ず
。
年
末
に
向
け
て
何
か
と
物
入
り
に
な
る
こ
れ

か
ら
の
季
節
を
前
に
、
秋
の
夜
長
を
利
用
し
て
、
一度
お
う
ち
の
お

金
の
流
れ
を
す
っ
き
り
と
整
理
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
例
え
ば
、「
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
使
っ
て
、
毎
月
コ
ツ
コ
ツ
将
来
の
た
め

の
貯
蓄
を
始
め
て
み
よ
う
か
」
と
い
っ
た
暮
ら
し
の
備
え
を
見
直
す

に
は
、
心
が
落
ち
着
く
こ
の
秋
口
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　
お
金
の
こ
と
を
考
え
る
の
は
、
少
し
難
し
そ
う
に
思
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
気
軽
な
気
持
ち
で
、
お
近
く

の
Ｊ
Ａ
の
窓
口
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、
地
域
に

お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
の
い
ち
ば
ん
近
く
に
い
る
相
談
相
手
で
す
。
複

合
渉
外
担
当
者
や
窓
口
職
員
が
丁
寧
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

心
も
体
も
、
そ
し
て
お
財
布
も
豊
か
に
満
た
さ
れ
る
秋
へ
。
新

し
く
心
地
よ
い
毎
日
を
一
緒
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！ 

台
風
で
の
補
償
は

『
建
更
む
て
き
プ
ラ
ス
』
で
万
全
に
！

　
今
年
も
稲
刈
り
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し
た
！ 

　

皆
さ
ん
の
中
に
は
、「
今
年
も
無
事
に
収
穫
を
迎
え
ら

れ
そ
う
で
、
ひ
と
安
心
だ
け
ど
、
こ
の
時
期
は
台
風
が
本

当
に
心
配
だ
な
ぁ
～
」
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

農
協
に
は
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
呼
ば
れ

る
Ｊ
Ａ
共
済
の
プ
ロ
が
い
ま
す
。

　
そ
の
Ｌ
Ａ
の
心
の
内
を
覗
い
て
み
る
と
「
農
家
さ
ん
は

今
が一番
忙
し
い
稲
刈
り
の
時
期
。
下
手
に
長
話
し
て
邪

魔
し
ち
ゃ
悪
い
し
、
か
と
い
っ
て
台
風
の
備
え
の
話
を
し

て
お
か
な
い
と
そ
れ
こ
そ
万
が一の
時
に
農
家
さ
ん
が
大

変
だ
な
ぁ
～
」
と
お
宅
に
行
こ
う
か
行
か
ぬ
か
迷
っ
て
い

る
み
た
い
で
す
。

　
も
し
そ
ん
な
時
、
農
家
さ
ん
か
ら
「
毎
年
こ
の
時
期
に

な
る
と
Ｌ
Ａ
の
兄
ち
ゃ
ん
の
顔
が
浮
か
ぶ
な
ぁ
～
」
な
ん

て
思
っ
て
頂
け
る
と
以
心
伝
心
！ 

Ｌ
Ａ
は
『
建
更
む
て
き

プ
ラ
ス
』
の
話
を
し
に
や
っ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
あ
っ
！ 

噂
を
す
れ
ば
Ｌ
Ａ
の
兄
ち
ゃ
ん
が
、
軽
ト
ラ
で

や
っ
て
来
た
。

　
と
今
回
は
少
し
コ
メ
デ
ィ
ー
タ
ッ
チ
で
表
現
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
が
、
気
象
庁
が
発
表
し
た
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
監

視
速
報
に
よ
る
と
今
年
は
海
面
水
温
が
平
年
よ
り
高
く

「
ス
ー
パ
ー
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
」
に
発
達
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
し
て
お
り
ま
す
。
日
本
で
は
高
温
傾
向
や
大

雨・台
風
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
は
ご
自
宅
の
補
償
に
つ
い
て
Ｌ
Ａ
に
相

談
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。「
備
え
あ
れ
ば
憂

い
な
し
」
と
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
万
全
な
補
償
で
台
風
に

備
え
ま
し
ょ
う
！

お
盆
が
過
ぎ
て
も
、

想
い
は
つ
な
が
る

　
お
盆
が
終
わ
る
と
、
ご
先
祖
様
を
お

送
り
し
た
さ
み
し
さ
と
と
も
に
、
ふ
と

「
も
っ
と
丁
寧
に
供
養
で
き
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
」
と
感
じ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
盆
は
、
ご
先
祖
様
の
霊
が
年
に
一

度
こ
の
世
へ
帰
っ
て
く
る
と
さ
れ
る
大

切
な
行
事
で
す
。
迎
え
火
・
送
り
火
、

お
墓
参
り
、
そ
し
て
家
族
が
集
う
時

間
―
―
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、
故
人
へ

の
感
謝
と
敬
い
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
仕
事
や
家
庭
の
事
情
で
お

参
り
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
遠
方
で
お

墓
に
行
け
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
も
、

仏
壇
の
前
で
手
を
合
わ
せ
、
心
の
中
で

そ
っ
と
語
り
か
け
る
だ
け
で
、
故
人

と
の
絆
は
十
分
に
結
ば
れ
ま
す
。
供
養

の
「
正
し
い
形
」
は
ひ
と
つ
で
は
な
く
、

想
う
気
持
ち
そ
の
も
の
が
何
よ
り
大
切

な
の
で
す
。

　

秋
の
お
彼
岸
（
９
月
20
日
〜
26
日
）

も
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
近
づ
い
て
い

ま
す
。
次
の
ご
供
養
の
機
会
と
し
て
、

ご
家
族
で
お
墓
参
り
の
計
画
を
立
て
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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JAからのお知らせ
若
い
今
こ
そ
年
金
ア
ク
シ
ョ
ン
！

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

好評！好評！  「相続連続講座」「相続連続講座」　
長
与
支
店
で
５
月
か
ら
５
回
コ
ー
ス
で
開
催

し
て
き
た
「
相
続
連
続
講
座
」
に
、
14
組
21
名

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
講
師
で
あ
る
中
央
総
合

会
計
事
務
所
の
税
理
士
の
先
生
へ
の
質
問
も
交

え
な
が
ら
、
生
前
か
ら
の
相
続
対
策
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
下
半
期
は
、
旧
さ
く
ら
会
館
時
津
斎
場
（
久

留
里
）
に
て
、
下
記
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

　「
何
か
ら
始
め
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
悩
ま
れ
て
い
る
方
も
、
ま
ず
は
、
講
座
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
受
け
取
れ
る
年
金
制

度
で
す
。
積
立
方
式
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
、
税
の
優
遇
や
保
険
料
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
先
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

１回目（９月12日） ２回目（10月10日） ３回目（11月14日） ４回目（12月12日） ５回目（１月23日）
初　級 中　級 上級（不動産活用編） 上級（農業承継編） プラスワン講座

相続手続きのしくみ 贈与と税金のしくみ 不動産活用の相続・税務 農地の承継対策 固定資産税のしくみ

相 

続

○�相続税とは？
○�書類の片づけから
　始める相続対策
○�預貯金通帳、共済
○�不動産・その他

○�贈与税とは？
○�贈与税の計算方法
○��公平な相続の視点と
　贈与
○�財産の種類別の
　注意点

○�不動産の相続税への
　影響
○�不動産の所得税への
　影響
○��これも贈与？
　不動産にまつわる
　「みなし贈与」
○�相続税の
　税務調査とは？

○�事業（農地）の承継
○�農地法に関する注意点
○�「地域計画」とは
○�所有者不明農地制度
○�農業の担い手対策

○�納税通知書の見方
○�土地、家屋の
　評価ポイント
○�申告漏れしやすい資産
○�評価額の確認、見直し

終
活○�終活って何だろう ○�想いをのせた生命共済 ○�子や孫と「お金」の話 ○�後悔しないお葬式 ○�「書かないエンディン

グノート」体験談

　※（申込等は、各支店や本店相続サポート班まで）

■お問い合わせ
お住いの市町村農業委員会・JAの農業者年金担当
独立行政法人農業者年金基金　専門相談員（TEL：03‒5919‒0371）　　企画調整室（TEL：03‒5919‒0332）
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ふれる・つながる

９

理 事 会 報 告 令和８年度　第４回定例理事会　令和８年７月27日

■付議事項
第１号議案	 令和７年度期末監事監査回答に関する件
第２号議案	 ディスクロージャー誌の開示に関する件
第３号議案	 理事との取引承認の件
� ※すべて可決承認された。

■協議事項
１	〈経済福祉部〉�経済事業機能再編の件

■報告事項
１	〈監査室〉�第１回内部監査の結果について
２〈総務部〉ALM委員会開催の報告について
３〈総務部〉マイクロバスの売却について
４〈総務部〉疑わしい取引の届出状況報告について
５〈営農販売部〉�JA祭実施要領と⽀店別予算等につ

いて
６〈各部〉事業実績について

俳
　
句
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濁
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海
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る
梅
雨
の
川�

山
名
平
司
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午
后
か
ら
は
雨
て
ふ
予
報
ほ
と
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ぎ
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上
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沙
知

米
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や
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の
音�
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野　

沙
知

雲
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れ
て
綿
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や
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梅つ

雨ゆ

最さ

中な
か�

高
尾
ひ
さ
の

と
り
ど
り
の
濯す
す
ぎ

物も
の

干
す
梅
雨
晴
間�

高
尾
ひ
さ
の

夏
帽
子
深
く
被
り
て
船
の
旅�

田
川　

育
枝

ど
く
だ
み
や
炭た
ん

住じ
ゅ
う

跡あ
と

の
片か
た

辺あ
た

り�

田
川　

育
枝

田
の
神
と
風
の
会
話
や
田
植
あ
と�

植
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京
子

初し
ょ

夏か

の
海
は
オ
パ
ー
ル
の
よ
う
足
と
め
て�

植
村　

京
子

　心が沈みかけたときは、
『ハイキュー！！』を読み返
しています。特に好きな言
葉は「去年を・昨日を守って、
明日何になれる？」という
言葉です。たくさんの言葉に励まされ、再熱し、推しのコ
ラボ商品やグッズを買ったりしてお財布が大変なことに
なっています。
� 長與　海帆

　梅雨明けから一気に暑くなりましたね。私は暑さに付い
ていけず、すでに何度か体調不良になってしまいました。
皆さんは今年の熱中症対策の準備はできていますか？危険
な暑さが続いているので、夏場の外出は油断せず、水分を
しっかり取って元気に夏を乗り切りましょう！
� 浦上　伊純

編 集 後 記

友だち登録・フォローお願いします！
\ LINE / \ Instagram /

情報発信中！
続きはインスタグラムへ！

CHECK!

皆さんは、 お花を買うときに 「この花はどんな人が
育てているんだろう」と考えたことはありませんか？
今回は、夏の花を栽培する農家さんに、花づくりへの
こだわりをインタビューしました。
三和・西彼・東長崎・日吉の４地区
で活躍する農家さんたちは、 どんな
人たちなのでしょうか……？ 
気になる続きは、インスタグラムへ！

https://www.instagram.com/p/DbXoxH-iPvw?utm_source=qr
https://lin.ee/mYiBkLJ
https://instagram.com/ja_nagasaki_seihi_agriplus?igshid=OGQ5ZDc2ODk2ZA==

